
（様式第４号） 上田城南地域協議会 会議概要

１ 審 議 会 名 上田城南地域協議会

２ 日 時 平成２９年７月２０日 午後４時００分から午後５時１０分まで

３ 会 場 城南公民館 １階 まちづくり活動拠点会議室

４ 出 席 者 相田委員、青島委員、井出委員、小野澤委員、笠井委員、関委員、竹内委員、田玉

利貞委員、田玉治實委員、中澤委員、中村委員、中山委員、牧野委員、宮澤委員、

宮下委員、柳澤委員、若林委員、渡辺委員

５ 市側出席者 （事務局）滝沢地域振興政策幹、小林地域内分権推進担当係長、神林市民参加・協

働推進担当主査、樋口地域内分権推進担当主事

（都市計画課）金井課長補佐兼調査計画担当係長、竹下課長補佐兼街路公園整備担

当係長、甲田調査計画担当主査、井出街路公園整備担当主任

６ 公開・非公開 公 開 ・ 一部公開 ・ 非公開

７ 傍 聴 者 ０人 記者 ０人

８ 会議概要作成年月日 平成２９年８月１０日

協 議 事 項 等

会議次第

１ 開会

２ 会長あいさつ

３ 報告事項

（１）上田市立地適正化計画の策定について

・都市計画課から、上田市立地適正化計画策定についての概要、今後の予定等について説明

・以下、質疑応答

（委員） 時間をかけて誘導による集約を実施していくとのことだが、年数にするとどのくらいの期間を想

定しているのか。

（都市計画課） 期間でいうと 30～40 年となるが、目標年度は平成 47 年。また、立地適正化計画は 5年ご

とに評価をしながら見直しを考えている。

（委員） 諏訪形は大型のお店を構えられないなど、土地利用に制限がある。見直して欲しい。

（都市計画課） 用途地域については、設定されてから長い年月が経っているため、現状と計画が乖離して

いることもあり、この見直し自体も考えなければならない。用途地域でも学校等の特別な建物を許

可した事例もあるので、用途の検討もしていきたい。

（委員） 住宅・工業・商業地域となっている現状から、交通の流れや観光客誘致等も考え、１つのエリア

をどのような内容にするのか議論すべき。現状の行き詰まりを謙虚に見ていただきたい。



（都市計画課） 現在、エリアをどのようにするのか検討している段階。用途と現状の違いは前から指摘を

されている中でどのように見直しをしたらよいのか、本日いただいた意見も踏まえて進めていきた

いと思っている。

（委員） もう少し広い範囲で説明する機会を設けてほしい。

（事務局） 生涯学習・文化財課で行っている出前講座のメニューにもあるので、自治会や住民自治組織等

で説明希望を出していただきたい。

（２）上田市緑の基本計画の策定について

・都市計画課から、上田市緑の基本計画の概要、今後の予定等について説明

・以下、質疑応答

（委員） 諏訪形・中村・三好町・朝日ヶ丘は昔から何も変わらない。緑地公園等が近くにできれば住みや

すくなると思う。

（都市計画課） どの地域に何が必要なのか検証し、整備をしていきたい。

４ 会議事項

（１）住民自治組織について

ア 城下まちづくり未来会議設立について（田玉副会長から下記項目を報告）

・6月 17 日（土）に城下地区防災センターにて設立総会が行われた。

・役員の紹介（会長 1名、副会長 2名、会計 1名、事務局長 1名、委員 17 名、顧問 2名）。

・事務所は JA 城下店 2階に構えることとした。現在事務所の事務用品等を揃えている。

・構成団体は、城下地区自治会連合会・城下地区社会福祉協議会・城下地区防犯防災協議会・城下

地区まちづくり協議会の 4団体。

・役員任期は 2年で、総会は代議員制で行う。

・経費については、市から交付金が交付され、それぞれの団体へ事業費として交付した。

・今後は役員会で事業計画等を協議し、構成 4団体それぞれで事業を行う予定。

⇒質疑なし

イ 川辺泉田まちづくり協議会設立について（宮下会長から下記項目を報告）

・5月 30 日（火）に城南公民館にて設立総会が行われた。

・役員の紹介（会長 1名・副会長 1名・会計 1名・事務局長 1名）。

・事務所は川辺・泉田地区防災センターに構えることとした。

・今年度の事業計画は、地域まちづくり計画の策定・部会の設立と活動支援・住民への啓発。

・地域まちづくり計画策定については、作成中のアンケートを基に進める予定。



・部会の設立と活動支援については、地区連と協力し進めていく予定。

・啓発活動については、近々広報誌を配布する予定である。また、ホームページの開設も検討して

いく予定。

⇒質疑なし

（２）その他

・特になし

５ その他

６ 閉会


